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私
の
留
学
は
波
乱
と
と
も

に
幕
を
開
け
た
。
留
学
直
前

に
ラ
ボ
が
財
政
難
に
直
面

し
、
4
人
の
研
究
者
が
レ
イ

オ
フ
さ
れ
、
予
定
さ
れ
て
い

た
私
の
給
料
も
突
如
打
ち
切

ら
れ
、
そ
れ
を
補
填
し
な
い

限
り
留
学
自
体
が
頓
挫
す
る

状
況
に
な
っ
た
の
だ
。
幸

い
、
円
安
に
伴
っ
た
留
学
助

成
の
制
度
変
更
で
重
複
受
給

が
可
能
に
な
っ
た
た
め
新
た

な
助
成
金
を
獲
得
で
き
、
か

ろ
う
じ
て
２
０
２
４
年
４
月

よ
り
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

で
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
の
研
究

を
始
め
ら
れ
た
。

　

か
く
し
て
私
は
、
こ
の
円

安
事
情
に
感
謝
を
す
る
数
少

な
い
日
本
人
研
究
者
と
な

り
、
同
時
に
米
国
の
理
不
尽

な
ま
で
の
拝
金
主
義
を
体
験

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

ま
だ
3
カ
月
し
か
経
っ
て
い

な
い
が
、
そ
の
後
は
そ
の
理

不
尽
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
、
快
適
な
研
究
生
活
を
送

っ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
様

々
な
業
務
の
合
間
を
縫
っ
て

研
究
を
し
て
い
た
が
、
こ
ち

ら
で
は
自
分
の
エ
フ
ォ
ー
ト

の
ほ
ぼ
１
０
０
％
を
研
究
に

費
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
選
択
と
集
中
」
と
い
う
言

葉
が
昨
今
で
は
注
目
を
集
め

て
い
る
が
、
日
本
で
言
わ
れ

る
よ
う
な
研
究
領
域
を
絞
る

意
味
で
の
選
択
と
集
中
で
は

な
く
、
研
究
者
に
研
究
だ
け

を
さ
せ
る
と
い
う
こ
の
環
境

は
本
当
の
意
味
で
の
選
択
と

集
中
な
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
実
際
、
穏
や
か
な
人
間

的
な
暮
ら
し
を
さ
せ
て
も
ら

い
な
が
ら
も
、
研
究
成
果
が

上
が
る
こ
の
環
境
に
は
居
心

地
の
良
さ
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

　

し
か
し
そ
こ
で
私
が
感
じ

た
の
は
米
国
の
研
究
環
境
の

潤
沢
さ
以
上
に
、
日
本
人
研

究
者
の
力
で
あ
る
。
言
語
と

環
境
の
ハ
ン
デ
を
乗
り
越
え

て
、
な
お
も
世
界
と
戦
う
こ

と
が
で
き
る
日
本
人
研
究
者

は
、
身
内
贔
屓
を
差
し
引
い

て
も
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な

い
か
。
悲
し
い
こ
と
に
日
本

の
大
学
院
博
士
課
程
入
学
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
海

外
留
学
を
す
る
者
の
人
数
は

２
０
０
４
年
の
ピ
ー
ク
と
比

べ
て
約
半
数
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
る
。
日
本
で
の
薄
給

か
つ
激
務
の
研
究
生
活
に
学

生
が
魅
力
を
感
じ
な
い
こ
と

は
致
し
方
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ

私
は
こ
こ
で
研
究
を
楽
し
む

姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、
一
緒

に
研
究
を
す
る
仲
間
を
少
し

で
も
増
や
し
て
い
き
た
い
。

（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

�

和
田
真
孝　

94
回
）

慶應義塾大学医学部三四会 令和6年度定例評議員会開催慶應義塾大学医学部三四会 令和6年度定例評議員会開催
令和6年度三四会奨励賞受賞者

 臨床分野
１．若林　大雅（外科学（一般消化器）　90相当）
 　「蛍光ガイド肝切除の低侵襲手術への応用と実践」

２．朝倉　崇徳（内科学（呼吸器）　89回）
 　「�末梢気道に着目した気管支拡張症の新規病態解
明」

3．滝沢　　翼（内科学（神経）　89回）
 　「�CGRP-monoclonal�antibodies�in�Japan:�insights�
from�an�online�survey�of�physician�members�
of�the�Japanese�headache�society」

 基礎分野
４．伊賀　隆史（整形外科学　91回）
 　「�Spat ia l�he terogene i ty�o f�bone�marrow�
endothelial�cells�unveils�a�distinct�subtype� in�
the�epiphysis」

５．福本桂資郎（泌尿器科学　87回）
 　「�Tumor�budding,�a�novel�prognostic� indicator�

for�predict ing�stage�progression� in�T１�
bladder�cancers」

　

令
和
６
年
６
月
15
日

（
土
）、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ

ス
2
号
館
11
階
の
大
会
議
室

で
令
和
６
年
度
三
四
会
定
例

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

評
議
員
総
数
２
４
４
名
の
う

ち
出
席
67
名
、
委
任
状
提
出

１
２
４
名
、
合
計
１
９
１
名

で
評
議
員
会
は
成
立
。
議
事

録
署
名
人
と
し
て
篠
原
幸
人

君
（
42
回
）、
増
山
宏
明
君

（
67
回
）
が
指
名
さ
れ
た
。

　

長
倉
和
彦
議
長
（
55
回
）

と
星
野
健
副
議
長
（
63
回
）

が
登
壇
し
、
長
倉
議
長
に
よ

る
開
会
宣
言
に
続
き
、
令
和

5
年
度
物
故
会
員
91
名
に
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
武
田
純
三

三
四
会
長
（
52
回
）
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。
6
月
13
日
は
北

里
柴
三
郎
先
生
ご
命
日
に
あ

た
り
、
そ
の
週
末
の
15
日
に

評
議
員
会
が
開
催
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
北
里
記
念
式

（
今
年
度
は
6
月
12
日
開

催
）
は
慶
應
で
北
里
先
生
の

お
名
前
が
つ
く
唯
一
の
式
典

で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。
年
会
費
は
会
員
の
約
7

割
に
あ
た
る
４
，
６
８
８
名

が
納
入
済
で
あ
り
、
若
い
会

員
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
が
多

い
こ
と
、
若
い
評
議
員
に
理

事
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
続
け
て
い
る
こ
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
員
マ
イ

ペ
ー
ジ
の
運
用
規
定
や
規
約

等
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
、

令
和
6
年
度
は
3
年
ご
と
の

名
簿
作
成
を
行
う
こ
と
、
新

千
円
札
の
北
里
先
生
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
し
た
い
こ
と
な
ど
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
第
1
号

議
案
と
し
て
令
和
5
年
度
三

四
会
事
業
報
告
が
古
梶
清
和

副
会
長
（
63
回
）
か
ら
説
明

さ
れ
た
。
現
在
９
，
１
３
５

名
の
会
員
（
卒
業
６
，
２
１

６
名
＋
他
大
学
出
身
者
２
，

９
１
９
名
）、
６
７
１
名
の

準
会
員
か
ら
な
り
、
国
内
に

77
支
部
、
海
外
に
2
支
部
が

あ
る
。
会
務
は
定
例
評
議
員

会
1
回
、
定
例
理
事
会
6

回
、
赤
倉
山
荘
運
営
委
員
会

2
回
、
産
業
医
委
員
会
２
回

が
開
催
さ
れ
、
支
部
会
開
催

に
際
し
て
は
武
田
会
長
ほ
か

が
参
加
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
医
学
部
と
慶
應

医
師
会
と
の
共
催
で
生
涯
教

の
お
よ
そ
8
割
ま
で
回
復
し

た
こ
と
、
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ

ミ
ー
、
慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ

ー
Jr
、
20
年
間
勤
務
さ
れ
退

職
さ
れ
た
望
月
管
理
人
さ
ん

の
感
謝
会
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。
三
四
会
全
国

支
部
長
会
に
つ
い
て
は
齋
藤

淳
一
理
事
（
72
回
）
か
ら
、

伊
藤
公
平
塾
長
、
菅
沼
安
嬉

子
連
合
三
田
会
会
長
（
47

回
）
を
お
招
き
し
、
支
部
長

32
名
が
出
席
さ
れ
、
4
年
ぶ

り
に
懇
親
の
場
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
報
告
さ
れ

た
。

　

第
2
号
議
案
と
し
て
令
和

5
年
度
三
四
会
会
計
決
算
に

つ
い
て
渡
辺
真
純
副
会
長

（
64
回
）
か
ら
、
第
3
号
議

案
と
し
て
財
産
目
録
、
会
計

事
務
処
理
お
よ
び
財
産
管
理

監
査
報
告
に
つ
い
て
松
本
純

夫
監
事
（
52
回
）
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
。

　

第
１
〜
３
号
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
質
問
は

な
く
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

　

第
4
号
議
案
と
し
て
令
和

6
年
度
三
四
会
事
業
計
画
に

つ
い
て
島
﨑
美
奈
子
副
会
長

（
61
回
）
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
活
用
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を

推
進
し
、
個
人
情
報
保
護
規

定
の
も
と
名
簿
を
発
行
す
る

こ
と
、
会
費
未
納
は
３
，
５

０
０
名
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
、

慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー
の
テ

ー
マ
は
「Beyond�borders

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
つ
い

て
」、
一
貫
高
校
の
１
、
２

年
生
を
対
象
と
す
る
慶
應
赤

倉
ア
カ
デ
ミ
ー
Jr
、
連
合
三

田
会
大
会
で
の
医
学
部
三
四

会
講
演
会
と
し
て
「
予
防
医

療
の
今
・
未
来
〜
認
知
症
予

防
を
中
心
に
〜
」
を
開
催
予

定
で
あ
る
こ
と
、
全
国
医
師

会
役
員
活
動
支
援
も
継
続
す

る
こ
と
、
第
53
回
全
国
私
立

医
科
大
学
同
窓
会
連
絡
会
東

部
会
（
18
校
参
加
）
を
7
月

6
日
に
主
幹
す
る
こ
と
が
説

明
さ
れ
た
。

　

第
5
号
議
案
と
し
て
令
和

6
年
度
三
四
会
会
計
予
算
に

つ
い
て
渡
辺
副
会
長
か
ら
、

名
簿
発
行
年
に
あ
た
り
刊
行

費
お
よ
び
送
料
費
が
か
か
る

こ
と
、
事
務
局
で
は
非
常
勤

に
な
っ
た
田
中
美
和
子
さ
ん

と
新
任
の
劒
持
悠
子
さ
ん
の

2
人
体
制
で
あ
る
こ
と
、
赤

倉
山
荘
で
は
車
両
リ
ー
ス
も

あ
り
、
約
１
，
４
０
０
万
円

の
赤
字
予
算
を
組
ん
だ
こ
と

が
説
明
さ
れ
た
。

　

第
6
号
議
案
は
慶
應
連
合

三
田
会
大
会
の
救
護
部
会
、

講
演
会
に
つ
い
て
古
梶
副
会

長
か
ら
、
デ
ジ
ミ
タ
登
録
と

参
加
の
お
願
い
、
73
回
生
が

救
護
部
会
を
担
当
す
る
こ

と
、
75
回
生
が
講
演
会
を
担

当
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
。

　

第
4
〜
６
号
議
案
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
質
問
は

な
く
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

　

議
案
審
議
終
了
後
、
参
加

評
議
員
か
ら
の
意
見
聴
取
の

場
が
設
け
ら
れ
た
。
吉
野
肇

一
評
議
員
（
44
回
）
か
ら
、

い
く
つ
か
の
貴
重
な
ご
提
案

を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で
は

２
つ
紹
介
す
る
。
三
四
会
名

簿
で
故
人
に
つ
い
て
も
氏
名

・
卒
業
回
数
だ
け
で
も
50
音

検
索
で
き
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る

と
助
か
る
こ
と
。「
慶
應
義

塾
醫
学
部
新
聞
の
名
称
」
に

つ
い
て
再
検
討
す
べ
き
こ

と
。
前
者
に
つ
い
て
は
事
務

局
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け

れ
ば
対
応
す
る
、
後
者
に
つ

い
て
は
昭
和
25
年
1
月
号
か

ら
の
題
字
で
あ
り
、
三
四
会

の
こ
と
だ
け
で
な
く
医
学
部

の
情
報
も
発
信
し
て
い
る
と

理
解
し
て
い
る
と
、
い
ず
れ

も
武
田
会
長
が
回
答
し
た
。

　

福
島
和
昭
評
議
員
（
35

回
）
か
ら
は
会
費
納
入
に
際

し
て
の
手
数
料
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
渡
辺
副
会
長
か

ら
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
振

込
手
数
料
は
三
四
会
が
負
担

し
て
い
る
と
説
明
が
あ
っ

た
。

　

新
し
く
事
務
局
に
入
ら
れ

た
劒
持
悠
子
さ
ん
か
ら
自
己

紹
介
が
あ
っ
た
。

　

医
学
部
報
告
が
中
川
種
昭

副
医
学
部
長
・
三
四
会
理
事

（
64
相
当
）
か
ら
、
予
防
医

療
セ
ン
タ
ー
開
業
に
つ
い

て
、
ヒ
ト
生
物
学
―
微
生
物

叢
―
量
子
計
算
研
究
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
信

濃
町
に
つ
い
て
、
新
咸
臨
丸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

北
里
柴
三
郎
未
来
人
材
育
成

基
金
（
目
標
６
０
０
億
円
）

に
つ
い
て
の
説
明
と
協
力
の

お
願
い
が
あ
っ
た
。

　

病
院
報
告
が
志
水
秀
行
副

病
院
長
（
65
回
）
か
ら
、
病

院
が
黒
字
化
し
た
こ
と
と
、

入
院
・
外
来
・
手
術
件
数
に

つ
い
て
、
救
急
セ
ン
タ
ー
は

２
次
救
急
搬
送
が
大
き
く
増

加
し
て
お
り
応
需
率
が
60
％

で
あ
る
こ
と
、
3
次
救
急
搬

送
の
応
需
率
が
50
％
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
１
，
３
９

９
の
メ
デ
ィ
カ
ル
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
医
療
機
関
を
慶
應

病
院
の
か
か
り
つ
け
医
検
索

シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
て
い
る

こ
と
と
登
録
証
の
発
行
に
つ

い
て
、
三
四
会
予
約
診
療
枠

三四会奨励賞受賞者たち。左から、古梶副会長、伊賀、渡邊（滝沢の代理）、
武田会長、若林、朝倉、福本

評議員会の様子

根
岸
一
乃
教
授

山
口
剛
史
先
生

羽
入
田
明
子
先
生

井
上
真
先
生

北 里 賞北 里 賞
北里賞を受賞して

高橋 勇人（79回）皮膚科学教室

北 島 賞北 島 賞
北島賞を受賞して

鳴海 覚志（80回）小児科学教室

　

こ
の
度
は
、
長
い
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
北
里
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
、
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
今
回
の
授

賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
『
皮
膚
自
己
免
疫

疾
患
の
Ｔ
細
胞
に
よ
る
病
態

形
成
と
そ
の
制
御
機
構
の
解

明
』
は
、
決
し
て
私
一
人
で

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
天

谷
雅
行
教
授
を
は
じ
め
、
皮

膚
科
学
教
室
の
諸
先
生
方

や
、
学
内
外
の
多
く
の
共
同

研
究
者
の
多
大
な
る
ご
協
力

が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
し
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
た
内
容
で

す
。
今
ま
で
、
こ
の
研
究
テ

ー
マ
に
関
係
し
て
く
だ
さ
っ

た
全
て
の
方
々
に
深
く
御
礼

申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
標
は
、
天
疱

瘡
に
対
す
る
抗
原
特
異
的
な

治
療
法
の
開
発
で
す
。
尋
常

性
天
疱
瘡
は
デ
ス
モ
グ
レ
イ

ン
３
（
Ｄ
ｓ
ｇ
３
）
と
い
う

表
皮
角
化
細
胞
に
発
現
す
る

細
胞
接
着
分
子
に
対
す
る
Ｉ

ｇ
Ｇ
型
自
己
抗
体
に
よ
り
、

全
身
の
皮
膚
・
粘
膜
に
び
ら

ん
・
水
疱
が
生
じ
る
自
己
免

疫
性
皮
膚
疾
患
で
す
。
ど
の

研
究
に
も
、
大
き
な
転
機
と

な
る
出
来
事
が
必
ず
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究

に
お
い
て
は
、
私
が
ま
だ
大

学
院
生
で
あ
っ
た
約
20
年
前

に
、
抗
Ｄ
ｓ
ｇ
３
抗
体
の
産

生
を
誘
導
で
き
る
Ｔ
細
胞
を

マ
ウ
ス
で
単
離
し
た
こ
と
が

大
き
な
転
機
と
な
り
ま
し

た
。

　

マ
ウ
ス
で
病
気
を
起
こ
せ

る
Ｔ
細
胞
を
自
由
に
研
究
に

利
用
で
き
る
環
境
が
整
っ
た

こ
と
で
、
表
皮
自
己
抗
原
に

対
す
る
自
己
免
疫
応
答
の
分

子
レ
ベ
ル
で
の
解
析
や
、
自

己
免
疫
を
防
ぐ
た
め
に
必
要

な
免
疫
寛
容
機
構
の
解
析
が

可
能
と
な
り
、
今
ま
で
未
知

で
あ
っ
た
皮
膚
で
生
じ
る
生

命
現
象
を
明
ら
か
に
で
き
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
〝
病
気
を
起
こ
す
Ｔ
細

胞
〟
は
自
己
抗
原
特
異
的
に

免
疫
応
答
を
惹
起
し
ま
す

が
、
現
在
で
は
、
細
胞
の
抗

原
特
異
性
を
そ
の
ま
ま
維
持

し
た
状
態
で
、
こ
の
悪
い
細

胞
を
〝
病
気
を
抑
制
す
る
良

い
Ｔ
細
胞
〟（
制
御
性
Ｔ
細

胞
）
に
変
換
し
、
疾
患
を
抗

原
特
異
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
モ
デ
ル
の
構
築
ま
で
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
、
こ
の
治
療
戦
略
を

実
際
の
ヒ
ト
疾
患
に
応
用

し
、
よ
り
副
作
用
が
少
な

く
、
効
果
の
高
い
、
抗
原
特

異
的
な
治
療
法
を
患
者
さ
ん

に
届
け
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら

も
情
熱
を
持
っ
た
若
い
世
代

の
方
々
と
一
緒
に
、
日
々
研

究
を
重
ね
、
北
里
賞
の
名
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
全
力
で
邁
進

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
医
学
部
に
お

け
る
臨
床
医
学
研
究
の
最
高

の
学
術
賞
で
あ
る
北
島
賞
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
、
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
と
も
に
心
よ
り

の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
先
天
性
内
分
泌
疾
患
は
、

甲
状
腺
や
副
腎
な
ど
の
内
分

泌
器
官
に
生
じ
た
先
天
異
常

の
結
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
代

謝
、
水
電
解
質
代
謝
、
酸
塩

基
平
衡
、
血
圧
維
持
、
成

長
、
成
熟
、
生
殖
能
力
な
ど

に
障
害
を
生
じ
る
疾
患
で
、

患
者
は
生
涯
に
わ
た
り
Ｑ
Ｏ

Ｌ
低
下
に
直
面
し
ま
す
。
先

天
性
内
分
泌
疾
患
は
稀
少
疾

患
で
す
が
、
専
修
医
と
し
て

川
崎
市
立
川
崎
病
院
へ
出
向

し
た
際
に
診
療
機
会
に
恵
ま

れ
、
そ
の
病
態
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。

　

大
学
院
生
と
し
て
研
究
を

始
め
た
２
０
０
５
年
当
時
、

21
水
酸
化
酵
素
欠
損
症
や
Ｓ

Ｒ
Ｙ
異
常
症
な
ど
の
例
外
を

除
く
と
、
先
天
性
内
分
泌
疾

患
の
分
子
病
態
は
そ
の
大
部

分
が
未
解
明
で
し
た
。
当
初

の
研
究
は
、
慶
應
義
塾
大
学

病
院
と
関
連
病
院
で
収
集
し

た
患
者
由
来
ゲ
ノ
ム
を
キ
ャ

ピ
ラ
リ
ー
型
シ
ー
ケ
ン
サ
ー

で
分
析
す
る
も
の
で
、
一
例

一
例
、
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
ム
を

目
視
し
な
が
ら
、
時
間
を
か

け
て
解
析
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
１
２
年
に
次

世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
を
研
究

室
へ
導
入
し
、
網
羅
的
遺
伝

子
解
析
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
こ
と
で
解
析
能
力
が
指
数

関
数
的
に
増
強
さ
れ
、
Ｍ
Ｉ

Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｅ
症
候
群
の
発
見

（Nat�Genet�2016

）、
非

コ
ー
ド
ゲ
ノ
ム
異
常
に
よ
る

先
天
性
甲
状
腺
機
能
低
下
症

の
発
見
（N

at�G
enet�

2024

）
な
ど
、
世
界
水
準
の

研
究
成
果
を
信
濃
町
か
ら
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
先
天
性
内
分

泌
疾
患
の
分
子
基
盤
に
関
す

る
知
見
は
、
世
界
中
の
小
児

内
分
泌
科
医
に
よ
り
診
療
、

研
究
へ
と
応
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
北
島
賞
に

推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
長
谷

川
奉
延
教
授
を
は
じ
め
、
高

橋
孝
雄
名
誉
教
授
、
安
井
正

人
教
授
、
国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
梅
澤
明
弘
研
究

所
長
な
ど
多
く
の
三
四
会
の

先
生
方
か
ら
ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
北

島
賞
の
栄
誉
に
応
え
る
べ

く
、
先
天
性
内
分
泌
疾
患
の

分
子
病
態
研
究
を
さ
ら
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
質
の
高

い
臨
床
研
究
を
通
じ
て
フ
ィ

ジ
シ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
育
成
に
も
注
力
す
る

所
存
で
す
。
引
き
続
き
ご
指

導
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
慶
應
義
塾
大

学
病
院
の
ク
ラ
ス
タ
ー
部
門

と
し
て
「
聴
覚
セ
ン
タ
ー
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
（
難
聴
）
に
よ

る
症
状
は
、「
聞
き
取
れ
な

い
」
こ
と
の
直
接
的
な
生
活

・
仕
事
へ
の
支
障
が
あ
る
の

に
と
ど
ま
ら
ず
、「
気
持
ち

が
落
ち
込
む
」「
疲
れ
や
す

い
」
な
ど
の
精
神
・
身
体
面

へ
の
影
響
も
大
き
く
出
ま

す
。
特
に
、
高
齢
者
に
お
け

る
難
聴
は
「
認
知
機
能
低

下
」「
う
つ
不
安
」「
社
会
的

孤
立
」
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
現
在
社
会
的
な
注
目
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
児
期
の
難
聴
は
言
語
・
精

神
発
達
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
聴
覚
の
専
門
医

で
あ
る
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸

部
外
科
を
中
心
と
し
て
、
科

横
断
的
に
「
聞
こ
え
の
低
下

に
対
す
る
全
人
的
医
療
」
を

行
う
こ
と
が
本
セ
ン
タ
ー
の

目
的
で
す
。
精
神
・
神
経

科
、
放
射
線
診
断
科
、
小
児

科
、
脳
神
経
外
科
、
臨
床
検

査
科
、
メ
モ
リ
ー
セ
ン
タ

ー
、
予
防
医
療
セ
ン
タ
ー
と

協
同
し
て
診
療
に
当
た
り
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
長
に
大
石
直

樹
君
（
耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸

部
外
科　

79
回
）、
副
セ
ン

タ
ー
長
に
文
鐘
玉
君
（
精
神

・
神
経
科
、
メ
モ
リ
ー
セ
ン

タ
ー　

79
回
）、
山
田
祥
岳

君
（
放
射
線
診
断
科
81
回
）、

武
内
俊
樹
君
（
小
児
科　

81

回
）
が
就
任
し
ま
す
。

　

国
内
外
に
「
聴
覚
セ
ン
タ

ー
」
と
い
う
名
称
の
セ
ン
タ

ー
は
数
多
く
存
在
し
ま
す

が
、
複
数
の
診
療
科
が
参
画

す
る
聴
覚
セ
ン
タ
ー
は
国
内

外
に
例
が
な
く
、
そ
の
特
色

を
活
か
し
て
世
界
標
準
・
国

内
最
高
レ
ベ
ル
の
セ
ン
タ
ー

と
し
て
国
内
外
の
聴
覚
診
療

を
牽
引
し
て
い
き
ま
す
。
脳

機
能
画
像
に
よ
る
中
枢
評

価
、
認
知
機
能
・
発
達
評

価
、
先
進
的
聴
覚
検
査
、
高

精
度
の
術
中
聴
覚
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
に
取
り
組
み
、
聴

力
改
善
手
術
か
ら
補
聴
器
、

人
工
内
耳
な
ど
、
患
者
さ
ん

に
最
適
な
治
療
を
提
供
し
ま

す
。
言
語
聴
覚
士
、
臨
床
検

査
技
師
、
公
認
心
理
士
と
も

連
携
し
て
診
療
に
当
た
り
ま

す
。

　

聞
こ
え
に
お
困
り
の
方

は
、
ど
う
ぞ
当
セ
ン
タ
ー

（
主
な
窓
口
：
耳
鼻
咽
喉
科

・
頭
頸
部
外
科
）
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

�

（
文
責
：
大
石
直
樹
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院「
聴
覚
セ
ン
タ
ー
」発
足

　

２
０
２
４
年
６
月
８
日
に

第
１
３
３
回
生
涯
教
育
研
修

セ
ミ
ナ
ー
『
眼
科
医
療
の
最

前
線
』
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
の
開
会
に
あ
た
り
、
医

学
部
長
、
慶
應
医
学
会
長
の

金
井
隆
典
先
生
、
三
四
会
会

長
の
武
田
純
三
先
生
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
が
得
る
情
報
の
80
％
以

上
は
、
眼
か
ら
入
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
情
報
化
社
会

か
つ
超
高
齢
社
会
に
お
い

て
、
視
覚
機
能
の
維
持
は
高

齢
者
の
自
立
と
健
康
寿
命
の�

延
伸
の
た
め
に
非
常
に
重
要

で
す
。
近
年
の
技
術
革
新
に

よ
り
眼
科
医
療
は
め
ざ
ま
し

い
進
歩
を
遂
げ
、
診
断
・
治

療
の
レ
ベ
ル
が
飛
躍
的
に
向

上
し
て
い
ま
す
。
眼
科
で

は
、
眼
球
か
ら
眼
窩
ま
で
非

常
に
多
く
の
専
門
領
域
が
あ

り
ま
す
が
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
角
膜
、
網
膜
、
緑
内
障

の
3
つ
の
領
域
に
絞
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
最

新
の
知
見
に
つ
い
て
の
講
演

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

第
一
席
は
山
口
剛
史
先
生

（
東
京
歯
科
大
学
市
川
総
合

病
院
眼
科
教
授
、
81
回
）
に

「
角
膜
の
神
秘
と
角
膜
移
植

の
最
前
線
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
最
新
の
角
膜
移
植
医
療

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
免
疫
特
権
が
あ
る

角
膜
で
は
拒
絶
角
膜
は
反
応

が
起
き
に
く
く
、
角
膜
に
お

け
る
神
経
と
免
疫
の
相
互
作

用
を
理
解
し
、
適
切
に
免
疫

抑
制
剤
や
再
生
医
療
製
品
を

使
う
こ
と
で
移
植
成
績
が
改

善
す
る
こ
と
を
ご
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
席
は
羽
入
田
明
子
先

生
（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

眼
科
学
教
室
助
教
、
91
回
）

に
、
本
邦
の
中
途
失
明
の
原

因
第
一
位
で
あ
り
、
新
規
薬

剤
や
サ
ー
ジ
カ
ル
デ
バ
イ
ス

が
上
市
さ
れ
て
い
る
も
の
の

有
効
な
予
防
法
は
確
立
さ
れ

て
い
な
い
緑
内
障
に
つ
い

て
、「
緑
内
障
研
究
の
最
先

端
〜
分
子
疫
学
的
手
法
に
よ

る
緑
内
障
の
リ
ス
ク
因
子
探

索
〜
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で

潜
在
的
な
リ
ス
ク
因
子
で
あ

る
遺
伝
要
因
、
生
活
・
環
境

要
因
と
緑
内
障
の
関
連
に
つ

い
て
、
国
内
・
外
の
大
規
模

疫
学
調
査
に
基
づ
く
最
新
の

疫
学
的
知
見
を
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
三
席
は
井
上
真
先
生

（
杏
林
大
学
眼
科
学
教
室
教

授
、
68
回
）
に
「
網
膜
硝
子

体
領
域
の
最
先
端
手
術
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
抗
Ｖ
Ｅ

Ｇ
Ｆ
（V

a
s
c
u
la
r�

endothelial�growth�factor

：
血
管
内
皮
細
胞
増
殖
因

子
）
療
法
の
普
及
や
小
切
開

硝
子
体
手
術
シ
ス
テ
ム
・
眼

科
用
3
次
元
映
像
シ
ス
テ
ム

（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
高
解

像
度
４
Ｋ
モ
ニ
タ
ー
で
眼
組

織
を
鮮
明
か
つ
立
体
的
に
観

察
で
き
る
シ
ス
テ
ム
）
に
よ

る
難
治
症
例
に
対
す
る
硝
子

体
手
術
や
遺
伝
性
網
膜
疾
患

に
対
す
る
遺
伝
子
治
療
に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
閉
会
に
あ
た

り
、
共
催
頂
き
ま
し
た
中
外

製
薬
株
式
会
社
の
中
外
製
薬

株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社

長
、
奥
田
修
様
か
ら
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、

生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー
委

員
会
委
員
長
、
慶
應
医
師
会

長
の
佐
々
木
淳
一
先
生
か
ら

閉
会
の
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
三
名
の

先
生
方
、
本
学
関
係
者
の
皆

様
、
共
催
頂
き
ま
し
た
中
外

製
薬
株
式
会
社
、
ま
た
ご
視

聴
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
眼
科
学

�

根
岸
一
乃　

67
回
）

育
研
修
セ
ミ
ナ
ー
が
３
回
開

催
さ
れ
た
。
会
員
に
対
し
て

は
、
北
里
賞
1
名
、
北
島
賞

1
名
、
三
四
会
奨
励
賞
6
名

を
表
彰
し
た
。
連
合
三
田
会

大
会
で
は
、
74
回
生
が
担
当

し
た
医
学
部
三
四
会
講
演
会

で
池
上
彰
先
生
ほ
か
に
よ
る

「
こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ｉ
と
医

療
」
が
行
わ
れ
た
。
72
回
生

が
救
護
部
会
を
担
当
し
た
。

医
学
部
三
四
会
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
ド
ク
タ
ー
に
挑
戦

！
」、
赤
倉
山
荘
ブ
ー
ス
を

運
営
し
た
。
医
学
部
白
衣

式
、
初
期
臨
床
研
修
終
了
式

に
参
加
し
、
１
０
３
回
生
卒

業
式
・
謝
恩
会
で
は
卒
業
生

記
念
品
と
し
て
レ
ザ
ー
ト
レ

イ
を
進
呈
し
た
。
機
関
紙
で

あ
る
慶
應
義
塾
醫
学
部
新
聞�

第
８
５
７
―
８
６
８
号
を
発

行
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
随
時
更
新
し
た
。
赤
倉

山
荘
の
運
営
に
つ
い
て
は
深

川
和
己
理
事
（
68
回
）
か

ら
、
利
用
者
数
は
コ
ロ
ナ
前

第
１
３
３
回
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー

『
眼
科
医
療
の
最
前
線
』

と
救
急
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
、
新
予
防
医
療
セ
ン
タ

ー
で
自
由
診
療
（
美
容
、
ス

ポ
ー
ツ
医
学
、
ニ
ュ
ー
ロ
モ

デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
赤
ち
ゃ

ん
の
頭
の
か
た
ち
外
来
）
に

つ
い
て
、
働
き
方
改
革
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

　

三
四
会
社
会
功
労
賞
・
奨

励
賞
に
つ
い
て
は
、
古
梶
副

会
長
か
ら
選
考
過
程
と
結
果

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

奨
励
賞
の
応
募
は
な
く
、
奨

励
賞
と
し
て
臨
床
分
野
３

名
、
基
礎
分
野
２
名
の
受
賞

者
に
対
し
て
、
武
田
三
四
会

長
か
ら
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

星
野
副
議
長
に
よ
る
閉
会

の
辞
を
も
っ
て
定
例
評
議
員

会
は
閉
会
し
た
。

　

そ
の
後
、
11
階
の
院
内
レ

ス
ト
ラ
ン
、
ザ
・
パ
ー
ク
で

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
た
。

（
三
四
会
理
事

�

近
藤
太
郎　

68
回
）


